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原子力安全へ
「知見」橋渡し

原
子
力
リ
ス
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、

リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ
ー

ム
を
中
心
に
原
子
力
事
業
者

が
２
０
１
８
年
２
月
に
公
表

し
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
（
リ
ス
ク

情
報
を
活
用
し
た
意
思
決

定
）
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
ま
と
め
た
「
リ
ス

ク
情
報
活
用
の
実
現
に
向
け

た
戦
略
プ
ラ
ン
及
び
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
協

力
し
た
。

年
６
月
公
表
の

改
訂
版
の
策
定
も
支
援
。
こ

の
活
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
得
ら
れ
た
Ｐ
Ｒ
Ａ

（
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
）

な
ど
に
関
す
る
知
見
を
活
用

し
た
他
、
米
国
の
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ

実
施
事
例
の
最
新
情
報
な
ど

も
原
子
力
事
業
者
に
提
供
し

た
。原

子
力
事
業
者
は
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
経
験
を
踏
ま
え
、

地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
現

象
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
進

め
て
い
る
。
リ
ス
ク
対
応
と

発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
つ

な
が
る
自
律
的
な
取
り
組
み

や
、
関
連
す
る
意
思
決
定
に

リ
ス
ク
情
報
を
活
用
す
る
た

め
、
具
体
的
な
戦
略
と
ア
ク

シ
ョ
ン
に
関
す
る
プ
ラ
ン
を

策
定
し
た
。

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
は
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
を

活
用
し
た
発
電
所
の
事
故
発

生
リ
ス
ク
の
定
量
的
な
評
価

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
安
全

性
の
向
上
に
必
要
と
な
る
設

備
工
事
や
運
用
変
更
な
ど
の

意
思
決
定
を
行
う
も
の
。
同

プ
ラ
ン
で
は
２
段
階
の
フ
ェ

ー
ズ
で
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
を
発
電
所

に
根
付
か
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
既
存
の

Ｐ
Ｒ
Ａ
ツ
ー
ル
を
用
い
て
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｍ
を
実
践
で
き
る
技
術

基
盤
を
整
備
。
フ
ェ
ー
ズ
２

で
は
フ
ェ
ー
ズ
１
で
整
備
し

た
技
術
基
盤
の
定
着
、
Ｐ
Ｒ

Ａ
に
よ
る
評
価
範
囲
の
拡

大
、
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
を
実
際
に
発

電
所
運
営
で
活
用
し
て
い
く

た
め
の
検
討
を
進
め
る
。
さ

ら
に
、
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス

の
保
安
規
定
へ
の
適
用
な
ど

に
も
つ
な
げ
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ

リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ
ー

ム
は
、
原
子
力
事
業
者
に
よ

る
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
に
、
研
究
で
得

た
技
術
的
知
見
を
提
供
し
て

い
く
。

Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
古
田
泰
副
所

長
は
「
発
電
所
を
取
り
巻
く

状
況
が
異
な
る
事
も
あ
り
、

原
子
力
事
業
者
は
プ
ラ
ン
策

定
に
当
た
り
、
様
々
な
調
整

を
重
ね
ら
れ
た
。
我
々
も
共

に
汗
を
か
き
、
プ
ラ
ン
の
取

り
ま
と
め
に
協
力
さ
せ
て
頂

い
た
」
と
説
明
す
る
。

�
�
リ
ス
ク
情
報
活
用
推

進
チ
ー
ム
の
設
立
背
景
と
役

割
に
つ
い
て
。

「
原
子
力
事
業
者
が
原
子

力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
へ

の
意
思
決
定
に
、
リ
ス
ク
情

報
を
活
用
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
た
め
、
２
０
１
６
年
７

月
に
原
子
力
リ
ス
ク
研
究
セ

ン
タ
ー（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）に
新
た

に
設
置
さ
れ
た
。
今
年
で
５

年
を
迎
え
る
。
原
子
力
事
業

者
が
リ
ス
ク
情
報
を
活
用
し

た
意
思
決
定（
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
）を

行
う
た
め
の
技
術
基
盤
の
整

備
や
人
材
育
成
へ
の
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｍ
に
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
（
確
率

論
的
リ
ス
ク
評
価
）
が
必
要

で
あ
り
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
で
開
発

し
た
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
知
見
を
原
子

力
事
業
者
が
適
切
に
活
用
し

て
い
く
た
め
の
橋
渡
し
の
役

割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
」

新
検
査
制
度
に
対
応

�
�
具
体
的
な
活
動
内
容

と
こ
れ
ま
で
の
貢
献
事
例

は
。「

原
子
力
事
業
者
の
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｍ
推
進
の
た
め
の
戦
略
策

定
支
援
、
ツ
ー
ル
整
備
、
人

材
育
成
支
援
の
３
つ
を
業
務

の
柱
と
し
て
活
動
を
進
め
て

い
る
」

「
戦
略
策
定
支
援
で
は
、

原
子
力
事
業
者

社
が

年

２
月
に
公
表
し
た
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ

活
用
に
向
け
た
『
戦
略
プ
ラ

ン
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
』
の
策
定
や
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
る
原
子
力
施
設

の
新
検
査
制
度
を
踏
ま
え
た


年
の
改
訂
版
の
取
り
ま
と

め
に
協
力
し
た
。
ツ
ー
ル
整

備
で
は
、
発
電
所
の
リ
ス
ク

評
価
を
世
界
水
準
の
レ
ベ
ル

で
行
え
る
よ
う
に
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
に
設
定
し
た

四
国
電
力
伊
方
発
電
所
３
号

機
と
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
６
、
７
号
機
に
お
い

て
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
米
国
な
ど
に
比

肩
し
た
モ
デ
ル
を
開
発
す
る

た
め
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果

は
他
の
原
子
力
事
業
者
に
水

平
展
開
さ
れ
て
い
る
」

「
人
材
育
成
支
援
で
は
、

原
子
力
事
業
者
向
け
の
講
座

開
催
や
教
育
資
料
提
供
に
よ

り
、
実
務
者
の
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法

活
用
や
管
理
者
の
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ

に
必
要
な
知
識
の
習
得
に
貢

献
し
て
い
る
」

�
�
原
子
力
関
係
者
や
Ｎ

Ｒ
Ｒ
Ｃ
内
の
他
チ
ー
ム
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
。

「
当
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の

大
半
が
電
力
会
社
か
ら
の
出

向
者
。
そ
の
た
め
、
原
子
力

事
業
者
と
研
究
開
発
を
行
う

Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
他
チ
ー
ム
と
の
橋

渡
し
を
担
う
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
、
原
子
力
発
電
所
の

プ
ラ
ン
ト
状
況
な
ど
研
究
開

発
に
資
す
る
情
報
の
所
内
共

有
、
現
場
の
課
題
解
決
に
資

す
る
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
知
見
や
技

術
の
原
子
力
事
業
者
へ
の
提

供
な
ど
が
あ
る
」

「
外
部
機
関
と
の
連
携
と

し
て
は
原
子
力
安
全
推
進
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
）
や
電
気

事
業
連
合
会
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ

（
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議

会
）
な
ど
と
お
の
お
の
の
役

割
を
踏
ま
え
つ
つ
、
議
論
や

情
報
の
共
有
な
ど
を
図
り
な

が
ら
、
原
子
力
の
安
全
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
」

発
電
所
運
営
に
貢
献

�
�
今
後
の
抱
負
を
。

「
我
々
の
目
標
は
Ｐ
Ｒ
Ａ

ツ
ー
ル
や
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
が
各
発

電
所
の
リ
ス
ク
評
価
に
適
切

に
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
。
Ｐ

Ｒ
Ａ
ツ
ー
ル
の
高
度
化
を
進

め
つ
つ
、
そ
れ
を
活
用
で
き

る
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き

協
力
し
て
い
く
。
将
来
的
に

は
リ
ス
ク
情
報
の
活
用
に
よ

り
、
効
率
的
な
発
電
所
の
運

用
に
つ
な
げ
て
頂
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
導
入
事
例
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
一
致
団

結
の
上
で
し
っ
か
り
と
諸
活

動
に
取
り
組
み
、
様
々
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築

し
、
原
子
力
事
業
者
に
提
供

し
て
い
き
た
い
」

リスク情報の適切な活用支援

ツール高度化や人材育成に力

喜
多
利
亘
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
聞
く

喜
多
利
亘
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
聞
く

電
力
中
央
研
究
所
原
子
力
リ
ス
ク
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
は
原
子
力

発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
技
術

開
発
を
担
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
リ

ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ
ー
ム
は
、
原
子

力
事
業
者
の
リ
ス
ク
情
報
を
活
用
し
た

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
や
「
リ
ス

ク
情
報
活
用
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
プ

ラ
ン
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
支
援
す
る
な
ど
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
活
動
で
存
在

感
を
発
揮
し
て
い
る
。
今
年
で
設
立
５

年
を
迎
え
る
同
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

ＮＲＲＣは「リスク情報活用の実現に向けた戦略

プラン及びアクションプラン」の策定に協力した

原
子
力
事
業
者
に
よ
る
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｍ
（
リ
ス
ク
情
報
を
活
用
し

た
意
思
決
定
）
や
Ｐ
Ｒ
Ａ
（
確

率
論
的
リ
ス
ク
評
価
）
の
適
切

な
実
施
を
目
的
に
、
原
子
力
リ

ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ

Ｃ
）
リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ

ー
ム
で
は
人
材
育
成
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

原
子
力
事
業
者
や
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
会
社
な
ど
に
は
、
講

座
「
Ｐ
Ｒ
Ａ
実
務
者
教
育
」
を

展
開
。
同
講
座
は
２
０
１
４
年

に
始
ま
り
、
当
初
は
原
子
力
安

全
推
進
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
）

が
事
務
局
を
務
め
て
い
た
。


年
の
リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ

ー
ム
発
足
以
降
は
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
に

事
業
移
管
さ
れ
、
年
６
回
の
頻

度
で
開
催
し
て
い
る
。

参
加
者
は
、
実
際
に
原
子
力

発
電
所
の
図
面
な
ど
か
ら
Ｐ
Ｒ

Ａ
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
リ
ス
ク

評
価
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
ま

で
演
習
を
重
ね
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
評
価

に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
て
い

る
。

年
度
か
ら
は
、
原
子
力
発

電
所
で
勤
務
す
る
管
理
職
な
ど

を
対
象
に
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
管
理
者

演
習
」
を
開
始
。
米
国
か
ら
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｍ
実
践
者
を
講
師
に
招

き
、
適
切
に
リ
ス
ク
情
報
に
基

づ
き
意
思
決
定
す
る
た
め
の
知

見
な
ど
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
や
Ｐ
Ｒ
Ａ

に
関
す
る
教
育
用
資
料
を
作
成

し
、
原
子
力
事
業
者
に
提
供
。

各
事
業
者
の
教
育
・
研
修
環
境

の
整
備
に
貢
献
し
て
い
る
。

ス
キ
ル
向
上
へ
講
座
展
開

ＲＩＤＭ、ＰＲＡ活用人材育成支援ＲＩＤＭ、ＰＲＡ活用人材育成支援

戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
協
力

戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
協
力

最
新
の
技
術
的
知
見
提
供

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ
Ａ
」の
対
応

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ
Ａ
」の
対
応

常
に
世
界
水
準
レ
ベ
ル
へ

原
子
力
リ
ス
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
リ
ス
ク

情
報
活
用
推
進
チ
ー
ム
は
、

米
国
な
ど
で
一
般
的
に
行
わ

れ
る
高
品
質
の
Ｐ
Ｒ
Ａ
（
確

率
論
的
リ
ス
ク
評
価
）
手
法

で
あ
る
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ

Ａ
」
の
構
築
に
向
け
た
活
動

を
進
め
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ａ
は
地
震
や
津
波
、

火
災
、
設
備
の
故
障
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
な
ど
に
よ
り

原
子
力
発
電
所
で
起
こ
り
得

る
事
故
の
発
生
頻
度
と
そ
の

影
響
を
定
量
的
に
評
価
す
る

手
法
。
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ

Ａ
」
の
構
築
に
当
た
っ
て
は

Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
の
国
際
標
準
を

満
た
し
、
各
発
電
所
の
現
場

の
実
態
を
反
映
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
（
リ
ス
ク

情
報
を
活
用
し
た
意
思
決

定
）
に
は
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ

Ｒ
Ａ
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ
Ａ
」

の
構
築
に
当
た
り
、
海
外
の

原
子
力
発
電
所
の
プ
ラ
ン
ト

で
実
施
さ
れ
て
い
る
良
好
事

例
な
ど
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ

ン
ト
に
設
定
し
た
四
国
電
力

伊
方
発
電
所
３
号
機
と
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
、

７
号
機
で
実
践
。
そ
の
上
で

リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ
ー

ム
は
海
外
の
専
門
家
を
招

き
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
専
門
家
レ
ビ
ュ

ー
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
を
活
用
す

る
実
務
者
と
海
外
の
専
門
家

が
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で

得
ら
れ
た
知
見
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
よ

り
品
質
の
高
い
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法

の
構
築
に
つ
な
げ
て
い
る
。

構
築
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
は

Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
研
究
開
発
成
果

も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
や
専
門
家

レ
ビ
ュ
ー
で
得
ら
れ
た
知
見

や
情
報
は
各
原
子
力
事
業
者

に
水
平
展
開
さ

れ
、
各
事
業
者

で
の
安
全
性
向

上
へ
の
対
策
の

検
討
、
評
価
に

役
立
て
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、

リ
ス
ク
情
報
活

用
推
進
チ
ー
ム

で
は
、
国
内
で

原
子
力
事
業
者

が
相
互
に
Ｐ
Ｒ

Ａ
レ
ビ
ュ
ー
を

行
え
る
よ

う

に
、
独
自
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を
現
在
進

め
て
い
る
。

活
動
に
つ
い
て
、
喜
多
利

亘
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
「
安

全
の
追
求
に
は
終
わ
り
が
な

い
。
海
外
の
良
好
事
例
や
Ｎ

Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
研
究
成
果
な
ど
を

絶
え
ず
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。
引
き
続

き
、
事
業
者
の
Ｐ
Ｒ
Ａ
活
用

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
」

と
強
調
し
た
。

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｐ
Ｒ
Ａ
」
構
築
に
向
け

専
門
家
レ
ビ
ュ
ー
を
開
い
た

ト
ピ
ッ
ク
ス
❶

ト
ピ
ッ
ク
ス
❷

ト
ピ
ッ
ク
ス
❸

ＲＩＤＭ管理者演習の様子


